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【チェック項目】　---------------------------------------------------------
【提出時に本チェック項目を全て確認すること】
☐　テンプレートの章立てを遵守すること
☐　赤文字による指示文は提出時に削除すること
☐　全ての図に図番号と図タイトルをつけること
☐　全ての表（リスト）に表番号と表タイトルをつけること
☐　全ての数式に数式番号をつけること
☐　図番号は図の下部，表番号は表の上部に記載し，図表とも左右中央寄せにすること
☐　数式番号は数式と同じ行の右端に寄せること
☐　本文の文章は「である調」で統一すること
☐　本文の文章はフォントの種類とサイズを統一すること
（見出しや図表中のフォントは異なっても良い）
☐　本文の文章はむやみに改行しないこと
（内容や話題が大きく変わる場合にのみ，改行して段落を分けること）
☐　段落の最初は全角空白を1文字入れること
☐　段落と段落の間に空行を空けないこと
（見出しや図表の前後は空行を空けてもよい）
☐　ページ番号が正しいか確認すること
（表紙のページ番号は不要で，次のページから1ページ目が開始される）
☐　表紙の全ての項目を記入し，チェックボックスにチェックをすること
☐　レポートファイルはPDF形式に変換してから提出すること


1 [bookmark: _Hlk216111196]レポート課題の概要
【赤字はレポート作成の際にすべて消すこと】
本レポート課題の概要について述べること．

2 文字列の検索（課題1-2）
2.1 文字列検索アルゴリズム
メイン関数の処理と文字列検索関数の処理を，図など用いながら説明すること．フローチャートは必須ではない．


図1 文字列検索アルゴリズム

2.2 プログラム
search_string関数のみを示すこと．必要に応じてコメントを追加し，各行のインデント（字下げ）を整え，ソースコード（行番号付）のスタイルを適用すること．

リスト 1　ソースリストの書き方の例
	int search_string(char target[], char pat[])
{
    /* この関数の中身を作る */
    return -1;
}



2.3 実行結果
プログラムを実行し，スクリーンショット（画面ダンプ）を載せること．また，コマンドライン引数に何を与えたか示し，意図した通りの結果になっているか説明すること．

2.4 オプション課題1
2.4.1 検索文字列の発見回数を表示する
オプション課題が複数あるため見やすく載せる．オプション課題に取り組まなかった場合は，本節を削除すること．

3 有理数を扱うプログラム（課題1-2）
3.1 データ構造
有理数を表現する構造体rationalについて説明すること．

3.2 アルゴリズム
最大公約数を計算するアルゴリズムと有理数の既約分数化について，図なども用いながら説明すること．フローチャートは必須ではない． 

3.3 プログラム
rational_reduced, rational_add, rational_sub, rational_mul, rational_div, rational_print関数を示すこと．必要に応じてコメントを追加し，各行のインデント（字下げ）を整え，ソースコード（行番号付）のスタイルを適用すること．ページをまたぐ場合は2つ以上のリストに分割すること．

3.4 実行結果
最低3パターンの実行結果を，スクリーンショット（画面ダンプ）を載せて説明すること．また，コマンドライン引数に何を与えたか示し，意図した通りの結果になっているか説明すること．

3.5 オプション課題
3.5.1 有理数の大小を比較する
課題1-1と同様に記載する．

4 ポインタによる文字列操作（課題1-3）
4.1 文字列反転と文字列表示のアルゴリズム
文字列反転の処理と文字列表示の処理を図なども用いながら説明すること．フローチャートは必須ではない． 

4.2 プログラム
作成したプログラム全体を示すこと．必要に応じてコメントを追加し，各行のインデント（字下げ）を整え，ソースコード（行番号付）のスタイルを適用すること．ページをまたぐ場合は2つ以上のリストに分割すること．

4.3 実行結果
プログラムを実行し，スクリーンショット（画面ダンプ）を載せること．また，コマンドライン引数に何を与えたか示し，意図した通りの結果になっているか説明すること．

4.4 オプション課題
4.4.1 有理数の大小を比較する
課題1-1と同様に記載する．

5 考察
課題1で取り組んだ内容についての考察を300字以上書くこと．感想は考察ではない．
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